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秋田県における脳卒中死亡なら

びに心臓死亡の動向について

秋田県衛生科学研究所

児玉栄—郎

はじめに

1962年私は秋田県における脳卒中死亡を統計

学的に検討し，その結果を本詰第 6輯に掲げたの

であるが，その後県内数力地区において高血圧症

の野外調査を行い，また環境や企生活面の基礎調

査をも行ったのであるが，それから現在まで数ヵ

年を経過し，また社会情勢も次第に変化しつつあ

るので，今一度此処で諸外国における脳卒中の死

亡情況を把握し，ゎヵ涯lにおける推移とともに本

県脳卒中死亡の動向を検討し，今後の方向づけの

基礎とすることが目的であるc

諸外国における脳卒中死亡の現状

1!)6 2年には主としてWHO の •World

Health Statistics Annual"を参考

として諸外国における脳卒中死亡の情況を報告し

たのであるが，その後現在まで多少の変動がみら

れる。 またついでに脳卒中，動脈硬化との関連

において動脈硬化症および変性々心振疾患をも取

り上げて両者の間係を検討することとした。 国

際的にいう A81，また簡単分類上のB26 は動脈

硬化性なよび変性々心疾患のことで，本疾患によ

る死亡は日本において決して多いとはいい難いの

であるが，脳卒中，動脈硬化，高血圧症との関連

において除外することはできないし，また将来わ

が国においてはゆるがせに出来ないことででもあ

る。 "Epidemialogical and Vital 

9_tati sties Report'vol. 20（庇9

-1 0)から 1964年における諸外国の中枢神経

系の血管損傷（基本分類330-334)並びに動脈

硬化性・変性々心疾患 (420-42 2)による死亡

率を性別に示したものが表1である。 この表に

掲げた国々および地方は合計23に過ぎないが，

このうち脳卒中死亡率が日本 (17L7)よりも高

い国は西ドイツ（17ag)とスコットランド

(194.4)だけである。 また逆に非常に低率な

国にはベネズエラ (25.0)がある。

ベネズエラは南米の北部に位し，北緯50とlCJ'

線が通る熱帯圏の国である。 熱帯圏諸国におけ

表l 諸外国における中枢神経系血管損傷並びに動脈硬化性
変性性心疾患による死亡率（人口 10万対） （1 9 6 4) 

国 名
330-334 420-422 

T M F T M F 

力 ナ ダ 7 8.1 70.6 81.4 24Ll 3 0 2.6 17 8.6 

米 メロ 衆 国 1 0 3.6 9 &6 l O 8.6 312..9 3 82.0 2 46.4 
ペネズエラ 2 5.0 2 2.3 2 7. !) 44.8 5 o.o 39.5 

イスラエル 7 7.4 7 L8 8 3.2 1 6 7. 5 2 Ol4 13 2.8 

B 本 1717 186.5 15 7.5 52.3 6 5.6 49.1 
ォーストリー 16 9. 7 15 5.3 18 2.3 2 2 4.1 264.8 19 7.2 

ベルギー 8 9.5 8 2.8 96.9 12 9.0 16 L7 9 7. 6 
チェコスロパキア 10 LO 9 3.0 108.7 166.6 189.1 14 2.9 
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デンマーク 125. 6 120. 7 130.3 2 7 3.3 3 2 9.0 2 18.4 

フィンランド 12 8.6 102.4 1 5 3.0 2 6 3.5 3 2 0.7 21 0.2 

フ ラ ン ス 12 8.G 117. 9 13 9.4 79.8 9 L8 6 8. 4 

ド イ ツ 1 73.9 100.3 l 8 6. 1 2 04.3 2 4 3.3 16 9.2 

ハンガリー 1 4l5 12 0.7 1 52.6 22え0 234.7 21 0.1 

イ ク リ ア 12 9.1 12 8.4 12 9.9 1911 2 0 2.3 180.3 

オ ラ ン ダ 9 3.3 8 6.4 l 00.2 18 2.1 2 2 l5 14 2.9 
ノ＇ルウエイ 14 8.9 13 0.9 16 6. 9 2 56. 5 3 0 4,3 209.0 

スウエーデン 120.9 112.4 12 9.4 3 06. 7 』 52.6 26 LO 
ス イ ス 116.8 105.0 12 8.2 21 6. 7 2 24.9 2 0 8.8 

英 国 1 5 6.0 12 9.4 18 1.2 3 0 6.8 3 46.9 2 69.8 

北アイルランド 1 5 L7 12 7.1 1 7 5.1 3 0 9.1 363.6 25'Z2 
スコットランド 1 94.4 167. 7 219. l 3 5 2.3 406. 0 302.7 

オーストラリア 1 1 7. 8 9 8.2 13 7. 8 2 86. 2 34 2.1 2 2 9.4 
ニユージーランド 106.1 80.8 126.6 2 5 5. 7 3 1 3.0 1 919 
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る脳卒中死亡率の低いことはすでに述ぺたところ

であるが，今一度1965年〇統計書から抜き書き

すると表2のとおりである。 低率な国は南米と

限らず，アフリカにおいても，また東南アジアに

表2 諸外国における中枢神経系の血管損傷並びに動脈硬化性
変性性心疾患による死亡率（人口 1D万対）

国 名
330-334 420-422 

T M F T M F 

モーリクニア 4 9. 4 5 5. 9 4 2. 8 4 7. 1 6 l. 3 3 2. 8 
コローンビア 3 1. 3 2 a. 6 3 4. 0 3 0. 8 3 4. 3 2 7. 3 

メ キ シ’ コ 2 2. 2 2 0. 5 2 4. 0 1 7. 7 Z 0.1 1 5. 2 
エルサルバドル~ 1 3. 6 1 3. 5 1 3. 7 6. 9 7. 3 4,. 5 

ク イ ワ ン (l 4. 6 6 9. 0 6 0. 1 1 0. 4 1 0. 1 1 0. 7 

ホ ン コ ン 5 o. 8 4 8. 1 5 3. 8 2 8. 8 3 1. 4° 2 6. 0 
フィリッピン l 6. !l 1 9. 7 1 4. 1 1 4. 0 1 6. 6 1 13 

ク イ 5. 7 7. 0 4. 4 0. 2 o. 2 0. 2 

｛＿1_965) 

おいても同様で，クイ国の5.7，フィリッピンの

l 6. 9などは私共にとつて驚異的な数値といえる

しかしまたカナダなどは脳卒中死亡率こそ78.1 

と低い方であるが，動脈硬化性および変性々ヽ凶突

患死亡となると 24Llと高く，脳卒中死亡の約3

倍強である。 また北米合衆国の脳卒中死亡率は

1 o a6で，必ずしも低くはないが，心死となると
31 2.9で，脳卒中の 3倍強の死亡率である。

一般に欧米諸国においては死因順位でいえば心

死が第1位を占め，脳卒中死亡が第4位，第5位

を占5るのであるが，熱帯園諸国においては脳卒

中死亡も心死も少なく，上位に来るものは消化管

の炎症である。 私共としては脳卒中死亡の減少

に目標を土ヽくにしても欧米のように心死の増加が

あってはならたいのである。

諸外国における脳卒中死亡との年次

的推移

終戦後衛主統計の内容に変化が起ったものの1

っとして抗生物質の影響がある。 細菌性疾患の

減少がそれであり，ワクチンの影響としてウイル

ス，リケッチア性疾患の減少が目立つ。 脳心の

血管病は感染性疾患でないにしてもいつかは何ら

かの形で克服されるものではないかと思われるし
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またそれを希望するものである。

近年謡中死亡および心死の辿った経過を示す
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と表 3' および図l•l,1•2,1•3 のようにな

る。 年次は 1956年から 1964年までの 10カ

表3 諸外国における脳卒中死亡率（人口 10万対）の経年的推移
(1966-1964) 

国 名 1955 1956 19 57 1958 19 5 9 l 9 6 0 1961 1962 1963 1 9 e 4 I 
力 ナ ダ 9 0.8 !l 0.0 9 1.3 8 8. 7 8 9.7 86. 6 8 3.9 82.4 81.6 7 8.1 
米合衆国 10 6.0 106.3 11 0.2 11 0.1 1 0&5 1 08.0 106.4 106. 3 10 6. 7 1 0 3.6 
ペネズエラ 2 1.4 2 2.3 2 3.8 24.4 2 4.6 2 6.1 2 2.6 2 2.6 2 4.2 2 6. 0 
ィスラエル 61.1 70.3 6 8.9 65.1 o 3.9 60.0 5 9.7 6 5.0 7 6. 5 7 7. 4 
日 本 1 3 6.1 14 8.4 1517 148.6 1 5 3. 7 1 60.7 165.4 169.4 17L4 1717 
ォーストリー 1 5 1. 9 15 3.4 16 7. 7 l'7 10 17 3.6 179.8 1 7 5. 7 18 4.8 179.1 16 9.7 
ベルギー 6 5.3 70.7 7 3. 7 7 4.1 7 6. 8 7 7. 3 7 7.2 80.4 94.7 8 9.5 
チエコスロバキア ．．． 9 3.7 100.8 9 9.4 1 O 5.1 9 5. 1 9 3.3 8 5.6 10 3.7 1010 
デンマーク 12 2.2 114.4 118.2 1 19.1 11 6.0 11 6.2 1 18.5 120.0 1 25. 4 1 2 5.6 
フィンランド 120.3 142.0 13 6.4 13 2.8 117. 5 11 9. 5 12 0.7 1 2 7.1 12'7.1 I 2 8.6 
フランス 14 4.0 1 47.9 I 3 8.1 13 6. 7 13 6.4 13 6.8 13 4.6 13 9.7 13 9.Z 12 ag 
西ドイツ 16 7. 6 176.4 1 76. 7 16 9.6 1 7L1 17 4.0 17 3.5 183.1 1 78.3 1 7 3.9 
ハンガリー 12L3 13 5.8 138.4 13 6.4 142.4 144.1 140.l 1 50.3 136. 5 1 4L5 
イク 1) - 12 2.8 138.5 13 7. 7 129.8 128.3 13 2. 0 128.3 13 5.5 13 4.1 129.1 
オランダ 1 O L3 1 0 6.1 l'I OL 6 9 9.8 9 5.4 9 2.8 9&4 99.2 9 7. 3 9 3.3 
ノルウエイ 1 3 2.7 13 2.8 1.• 3 6.9 15 0.7 146.8 16 0.3 15.10 15 3.3 1 5 6.3 1 48. 7 
スウエーデン 1 3 9. 7 13 8.8 144. 3 140.3 13 7. 9 13 4. 7 1 3 2.0 J. 3 1.4 12 8.1 120.9 
ス イ ス 13 4.6 1 3 &3 12 18 12 2. 9 122.1 110.1 11 9.8 123.0 1 2 L9 1 lfi. 8 
イギリス 1 G 6. 9 1 6 6.8 1 7 6.4 16 8.9 1 6 5.6 16 6.5 166. 7 167. 6 170.8 156.0 
北アイルランド 1 5 1.6 152.2 1 4 7. 6 153.2 14 8. 2 ). 5 4.2 159.5 153. 5 15 3.2 1 5L7 
スコットランド 18 7. 2 188.2 186. 7 1 9 3.1 19 o.o 189.1 18 9.8 18 8.8 19 0.9 1 94.4 
オーストラリア 11 9. 9 12 2. 6 11 9.0 1 15. 4 118.4 115. 2 11 3.9 113.7 115.2 1 17. 8 
ニユージーランド 10 &7 106. 1 112. 8 114. 0 110.1 106. 7 113.4 109.!i 1 0 9.?, 1 0 6. 1 

年すぎないが．多少の変動があるにし

ても目立つ程のものではない。 それで

も多少とも上昇の傾向を示す国をあげて

みると，ベネズエラ，イスラエル，日本

，ォーストリー，ベルギー，デンマーク

，ハンガリー，ノルウエー，スコットラ

ンドなどであり，また反対に多少とも低

下の傾向を示す国はカナダ，フインラン

ド，フランス，オランダ，スウエーデン

＇スイス，ォーストラリア，ニユージ一

ランドなどである。 また上昇も低下も

みられない国は北米合衆国，チェコスロ

パキア，西ドイツ，イクリア，英本土お

よび北アイルランドなどである。

図1• 1 

400 

,OO 

aoo 

.. ,
 

o
o
8
0
“
”
3
”
l
O
 

ー

脳卒中死亡率の年次内推移
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図l• 2 

脳卒中死亡率の年次的推移
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図l• 3 

脳卒中死亡率の年次的推移
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諸外国における脳卒中の性別死亡率

このことについては已に表1，表2に示したよ

うに，諸外国においては男性よりも女性に脳卒中

死亡率が高い。 これは率の上ばかりではなく．

実数についても同様である。 すなわち表1にお

いては日本を除く国々が全部女性の死亡率が男性

を殿でおり，また表2においては8カ国中4カ

国が同様に男性よりも女性に勝9，また新たに掲

げた表4においても 1.7カ国中7カ国のみが男性

の死亡率が女性を凌いでいる。 これらの情況は

，脳卒中なるものは男性よりも女性に多発するも

のであるという印象を与える。 しかし死亡率な

るものはその国の人口構成にある程度左右される

ものであるから．その点をも考慮せざるを得ない。

］ 
，． ―-ニニニー百二

•o: 

なおWHO の統計書vol• 1, 1965から濫帯熱

帯圏に位僅する国々を抜き，その脳卒中死亡を示

したものが表5であるが，抽出した21カ国のう

ち，女性よりも男性の死亡率の高い国々を挙げて

みると，モーリクニア，プエルト・リコ，クイワ

ン，フイリッピン，クイ，ョルダン，琉球，エジ

プト，コスクリカ，ドミニカなどの 10カ国で，

他の 11カ国では女性に高＾。 このよ 9なこと

は脳卒中というものの人種に因るものか，更に検

討を要するものかと思う。少なくとも先進といわ

れる国々は多くは温帯圏にあって，文化は開け，

経済にも恵まれているが，脳卒中死，／況Eが多く
≫しかも脳卒中死亡は女性に多いことは皮肉であ

る。

I I 

i 

I 
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表4 諸外国における性別脳卒中死亡数竺らびに死亡率 (1 9 6 4) 

国 名
死 亡 実

T M 

力 ナ ダ 150 30 7271 

米 ムロ 衆国 198209 92 511 

ベネズエラ 2 10 9 954 
イスラエル• 1701 7 97 
日 本 166901 8 9 0 40 

オーストリー 12 2 43 62 3 2 

ペ ル ギ 8 3 93 380 8 
チェコスロバキア 14205 6379 

デンマーク 5927 2825 
フインランド 5890 22 64 
フ ラ ン ス 6 2 424 27850 

西 ド イ ツ 101311 4424 O 
，，、ンガリ 14321 6 33 9 

アイルランド 3928 17 49 

イ ク リ ア 67 32 3 32 7 97 

オ ラ ン ダ 11313 5221 
ノルウエイ 6 60 2 2409 

スウーーデン 92 6 2 4297 
ス イ ス 6741 2981 

イ ギ リ ス 73 9 66 29818 
北アイルランド 2 212 90 4 
スコットランド 10 12 3 4192 
オーストラリア 13122 6512 
ニュージーランド 2 75 7 1 1 3 3 

表5 温熱帯圏諸外国の性別脳卒中

死亡率（人口 1D万対）（ 19fl4)

国 名 T M F 

モーリクニア 4 9.4 5 6.9 4 2. 8 
チ リ 5 8. 5 5 6.3 6 l6 
コロンピア 3 L3 2 8.6 3 4.0 
工Jレ・サルバドル 1 &6 1 3. 5 1 3. 7 

メ キ シ コ 2 2.2 20.6 2 4.0 
ニカラグア 2 3.3 2 3.1 2 3.6 
、：

｀ ナ マ
44.0 4 2.9 4 6.1 

ブエルト・リコ 5 0.6 5 2.8 4 8.3 
ク イ ワ ン 6 4. 6 6 9.0 6 0.1 
ホ ン コ ン＇ 60.8 4 8.1 63.8 
フィリッピン 16. 9 1 9.7 14.1 
ク イ 6. 7 7. 0 4.4 

ギ リ シ ヤ 1 O 17 8 7.3 116.4 

数 死 亡 率

F T M F 

7759 7 8.1 7 6.0 814 

10569 8 1 0 3. 6 9&5 108.5 

1155 2 5. 0 2 2.3 2 7.9 

90 4 7 7.4 7 L8 8 3.2 

77.861 17L7 186. 5 1 5 7. 5 

7 0 11 169. 7 15 6.3 1 8 2.3 

46 8 6 8 9.6 8 2.8 9 5. 9 

7826 1 O LO 9 3.0 10 8.7 

3102 1 2 6. 6 120.7 13 0.3 

36 2 6 12 8.6 102.4 1 6 3.0 

34574 12 &9 11 7. 9 13 9.4 

67071 17 3. 9 160.3 18 6.1 

7982 14l6 12 9.7 I 5 2.6 
2179 

3 45 2 6 12 9.1 12&4 129. 9 

60 92 9 3.3 8 6.4 100.2 

3 0 93 14a9 13 0.9 166. 9 

4 96 6 12 0,9 11 2.4 129.4 

3 76 0 11 6.8 1 0 5.0 12 8.2 

4414 7 166.0 12 9.4 18l2 

13 0 8 1 5 L7 127.1 175.1 

5 9 3 1 1 9 4.4 167. 7 219.1 
76 1 0 11 7. 8 98.2 1 3 7.8 
1 62 4 1 0 6.1 8 6.8 12 6. 6 

！ 

マルク・ゴゾ 1 50,4 147.0 15a6 
バルバドス 126. 7 1 0 8.3 14 L7 

ヨ ル ダ ン 9.6 1 0.9 &4 

琉 球 7 4.4 8 8.0 6L9 

工 ジ プ 卜 1,3 9 8 85 5 543 
コスクリ 力 418 21 9 199 

ド ミ 二 力 366 193 163 

シンガポール・ 70 1 343 $68 
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諸外国における脳卒中の年齢階級別

発性状況

脳率中．高血圧症，動脈硬化症などは成人病と

いわれて老人に多発することは事実であるが．そ

れが労働可能の中年期に現われるとすれば，その

家庭的，個人的負担が大き¥r.のみならず地域社会

，その国家の損失となる。

表6には諸外国における中枢神経系の血管損傷

(A 7 0)の年齢階級別死亡率を示したのである

が，これを前掲表4と比較すると，かなり表6に

おいて，年令が26 -3 4オ間では日本が人口

1 0万対脳卒中死亡率5.3を示しているが，表中

の46カ国のうち日本の死亡率を変駕している国

はモーリクニアを初めとし 9カ国もある。 それ

が年令35 -4 4オとなると日本 (26. 4)を凌

駕した死亡率を示す国が4ヵ国に減じ，更に 45

-64オ間となると日本 (120.8)を袈駕する国

は皆無となる。年令が更に進んで 55 -6 4オと

なると日本 (436.7)は断然諸外国を引き離して

その 2~3倍の高率を示すようになり， 65-7

4オ間では更にその差が甚しくなるが，しかし7

6才以上の年令となるとその差が縮まつて来るこ

表6 諸外国における脳卒中の年令階級別死亡率
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、国□合～～年～一令 2 6 -34 3 5 -44 4 5 -64 6 6 -64 6 6 -74 7 5 -
モーリクニア 2.3 3 0.3 120.1 2 5 0.7 6 3 L9 10 313 

力 ナ ダ 3.2 9.3 3 0.2 100.9 3 9 0.8 1 6 84. 9 

チ リ 3. 5 2 0.3 7 6.3 2 2 3.0 552.9 l 6 2 9. 5 

コロンビア 8.8 2 0.8 5 8.5 149.7 3 5 7.5 7 7 0.6 

エル・サルバドル 4. 6 1 2. 6 2 6.3 5 3.9 11 4.4 3 2 5. 7 

メ キ ツ コ 7. 1 1 6.1 3 7. 8 9 9.1 2 20.0 6 6 8.2 

ニカラグア 6. 7 1 3.1 4 2.2 14 19 342.1 62 6. 4 
', ．ヽ ナ マ 6. 3 15.1 6 8.0 13 LO 40 0.0 160 L4 

プエルト・リコ 3.8 1 L7 2 9.2 100,8 3 3 5. 1 1 2 6 3.4 

米 A ロ 衆国 4.8 1 5.4 4 6.0 12 7.9 4 3 0.0 171 2.3 

ベネズエラ 4.0 1 4.6 4 7.1 12 3.5 3 6 3.7 9 4 5.3 

ク イ ワ ン 6.3 2 5.0 1 1 3. 7 3 9 4.8 1048.4 2058.l 

ホ ン コ ン 2.6 1 5. 6 6 6.1 2 17. 7 46 L3 

イスラエル 14 9.8 3 a9 164.9 6 24.4 I 21 0 8.0 
日 本 5.3 2 6.4 12 0.8 43 6. 7 1383.8 3467.2 

フィリッピン 6.4 14.6 40.0 100.0 132.2 

ク イ 3.2 6.4 14. 9 2 6. 3 4 4.3 6 L6 

オーストリー 2.2 7. 7 3 6.1 1 46. 6 5919 2 6 0 l4 

ベ Jレ ギ 2.4 6.0 2 5.2 8 9.1 3 3 6. 5 1333.7 

プルガリア 3.3 9.9 6 3.6 2 40.5 8 86. 9 2685.4 

チェコスロバキア l8 6.8 3 L2 12 5.8 5 2 7. 0 1 9 7 4.8 

デンマーク 2.8 6. 9 2 1.0 8 9.3 4 1 2. 6 1904.2 

フィンランド 7. 9 28. 3 72.0 1 9 6. 0 676.6 27011 

フ ラ ン ス 2.4 9.6 3 8. 7 l 24.3 424.0 16 7 0.2 

西 ド イ ツ L6 7. 2 3 3.1 1 49.4 6 6 6.1 2 7 0 6.0 

西ペル リン 1.1 12..2 3 L8 13 0.2 5 6 3.6 22 49.7 

ギ リ シ ヤ 2.4 6.2 3 7.8 l 3 6.2 48 L8 l 6 7 0.6 

ハンガ リー 3. 5 1 0.2 4 8.2 1 9 3. 7 740. 9 2606.8 

イ ク リ ア 2.6 9.3 4 2.1 1619 6 2 8. 9 2077.3 

マルク・ゴゾ 2.6 2 6.1 6 6.7 2 7 7.2 9 6 6. 7 2 7 2 9.7 

オ ラ ン ダ 2.0 5.8 2 2.3 9 5. 4 4 0 6.9 1 8 10.1 

(1965) 
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；滋ー』［竺 25 -34 35 -44 45 -54 55 -64 6 6 -74 7 5-

ノルウエー 3.2 1 3.5 2 8.2 116. 0 483.0 2 3 0 3.5 
ボーラン ド 3.1 6.2 2 3.4 6 9.1 2 1 L8 54 8.5 
ポルトガル l7 10.2 48.6 2 2'l7 9 30.5 2649.7 
ルーマニア 4.8 1 3.5 5 9.7 2 0 6. 6 724.7 2 3 9 0.3 
スウエーデン 3.6 9.8 2 7. 1 90.4 3 7 9.4 16216 
ス イ ス L2 5. 7 2 3.6 9 3.7 4 4l2 2 0 6 9.9 

英 国 3.6 12.1 42.3 16 2.6 5 6 6. 8 2 13 4.6 
スコットラシド 3.5 1 7.9 5 3.8 2 09.8 78.7.6 2 913.9 

ユーゴスラピア 3.3 '22 4ll 14&6 494.2 1 3 3 l5 
オーストラリア 4.6 1 6. 7 6L4 l 7l9 66 9.7 2183.2 
ニュージーランド 4.8 1 7. 3 6 6.3 142. 7 46 l5 2 0 4 6.4 
，，ミルバドス 12.6 3 4.9 8 4.4 328.1 8 6 9.8 2069.0 
ヨ ル ダ ン 6.1 9.2 1 9.6 3 9.1 6 4. 7 8 LO 

琉 球 2.2 26.4 8 3.1 24l8 7 06.6 1 16 3.3 
ス ペ イ ン' 4.6 1 3.1 40.4 16 LO 6 0 9.6 2 2119 

とがみられる。 以上のことから，日本の脳卒中

は労働が可能で，しかも円熟の域に達した中年期

に多発していることを物語っているものである。

また後に述べるように秋田県の脳卒中は中年期の

畔中死亡率を更に上廻つているのである。

以上は1965年度の統計によるものであるが．

年代別脳卒中死亡率が経年的に如何なる様相を示

すものであるか，いま年代区分を 0-3 4オ，

3 6 -4 4オ， 45-64才， 66-64オ，

65-74才， 76オ以上と 6段階に分けて，

1956年から 1964年までの 10カ年間の推移

を示すと表7' および図 2•1,2•2,2•3,

2•4,2•6,2•6 のようになる。 ただし

図2においては日本との比較のため，北米合衆

国，ベネズエラ，フランス，西ドイツ，カナダ

の5カ国を選んだにすぎない。表7においても

同様である。

表7 諸外国における年次別・年令階層別脳卒中死亡率
o-;4オ

国名 1966 1956 1967 1968 1969 1960 1961 19 62 1963 196 6 

＃ナダ l4 L5 l6 l6 ll ll l3 l2 l1 l2 

1た合衆国 2.3 2.2 2.3 2.1 2.0 2.0 L9 l9 L9 L9 
， i-1:t,ズエラ l4 l4 L7 l5 l3 l4 L4 l3 L7 16 

！ 本 l8 l9 2.0 L9 l9 2.0 2.1 2.1 2.1 2.1 

7ランス 2. 6 2.3 2.1 1.7 l8 L7 l9 l7 l7 l4 

目ドイツ Ll ll LO ll 0.9 LO 0.9 0.9 0.9 LO 

(330-334) 

3 5 - 4 4オ

かナダ 1 0.1 l 0.3 9.9 9.1 9.6 9.6 8. 7 8. 7 8.8 9.4 
怜合衆国 1 6. 6 6.2 1 6. 7 1 6.6 I 6.1 1 4. 7 14. 7 1 5.3 1 6.2 15. l 

＇ ぺ8ネズエ本ラ 16.3 1 3.7 14.1 14. 9 14.6 1 a5 14.6 1 3.8 14.2 12.1 
2 8.1 28.3 2 9.2 2 6. 7 2 6.1 2 6.6 2 4.2 2 4.6. 2 59 2 4.6 

1ランス 1 3.3 1 3.3 12.0 9.6 9.1 9.3 8.9 9.6 9.8 9.6 
固ドイツ 8.1 '?4 7.3 7.0 6.1 6.8 6.1 6. 7 6.7 7.4 
l. 

.~ 

...__ 
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4 5 - 5 4オ
国名 1955 1966 1957 1968 1959 19 60 1 9 61 1962 1963 l 9 I 

カナダ 42.8 44.0 42.6 • 3 8.1 3 9.7 3 4.4 3 3.9 3 3.8 3 3.2 3 
米合衆国 5 6.0 54.l 54. 7 6 1.1 48.6 4 8.9 4 6.9 4 7. 0 4 6. 3 4 
ペネズエラ 3 6.8 3 8.6 413., f・ 4 9.5 4 6.1 4 8.9 40.8 4 3.3 4 0.6 4 
日 本 1 62.2 15 8. 5 1 57. 0 14 8. 7 1 44.3 14 0.3 I 3 9. 6 13 9.4 13 2.2 12 
フランス 5 5.7 54.8 514 ,, 4 5.2 44.4 4 3.8 -4 3.3 4 4.4 4 3.6 3 
西ドイツ 3 8.9 3 8. 6 3 8.2 35. 8 3 6. 0 3 4.2 3 4.7 3 5.4 3 4. 0 . 3 

ヽ --
→ 

カ ナダ I 42.4 ,, 1 46. 0 144.6 1 3 6.1 136.3 12 5.7 12 0. 9 112. 9 l l l7 l oi4 
米合衆国 1 6 3. 7 1 61. 8 1 62. 0 156.6. 1 50.9 14 6. 0 137. 9 I 3 8.6 138.3 13 ZS 
ベネズエラ 12 2.3 1 3 8.2 127. 7 1 42.8 1 46. 7 150.7 12 0.3 110.9 1 3 o.o 142.5 
日 本 4 82.4 5oa7 61 6. 7 4 8 6. 1 48 8.9 48 9.3 490.0 4 80.5 474. 0 444.2 
フランス 170.9 1 6 6.2 15 5. 0 1 4L4 140.2 1 40.7 1 40.2 140.3 1 3 8.8 126.3 
西ドイツ 1818 1819 176. 0 16 8.4 16Ll 16 9.9 1 5 8.6 16 2. 9 1 5 2. 8 150.7 

5 5 - 6 4オ

6 5 - 7 4オ

カナダ 5 0 7.2 4 9 L4 4 88. 6 4 9 3.4 4 8 3. 6 466.7 4 2 6. 8 422.3 40 0.9 3 8 3.4 

米合衆国 52 6. 0 52 ll 6 3 7. 6 5 2 9.3 6 14.8 47 6. 7 4 5 1. 6 46 0.6 45 0.4 43,,1 

ペネズエラ 284.4 2 8 4.1 3 3 6.0 3 0 8.6 2 9 3.8 3 1 8.7 26 3.7 26 &2 322.8 280.? 

日本 1315.4 142 LO 1 42 7. 7 1365.6 1 3 7 3.9 14 0 3.3 1418.1 1424.0 14.10.9 13 78.? 

フランス 5 4 3.4 54 6. 4 526.2 4916 47 9.5 477.4 45 3.4 467.2 454.1 422.9 ］ ！ 
西ドイツ 82 6. 8 8 46. 8 81 8. 7 7 6 8. 6 7 4 9.8 7 4 8.8 7 17. 7 73a2 6810 6 56.6 

カナダ 1863.6 1856.2 1946. :I 1884.4 1919.9 1867.3 1786.6 17313 1718.8 1605.1 
米合衆国 1809.0 1816.4 1878. 1906.6 1886.2 1927.5 1800.6 1797.8 1792.4 1713.7 

ベネズエラ 6 9 4.7 738.8 8 0 4.0 8 0 8.2 89 4.6 8 6 7.2 7 9 L8 840.8 7 9 6.1 8 9 3.8 

日 本 240 4.6 2663.9 2680.4 2 7 ol 5 2 82 L4 3 0 1 4.9 3137.7 32618 3 2 6 2.3 3 3 40.I 

フランス 1673.1 1760.7 17 6 l 9 1 6 8 9.9 1 6 9 2.6 1694.4 16 70. 6 1726.4 1746.6 1609.6 

西ドイツ 2679.1 28 4L7 2788.1 27 0 0.6 2744.0 2773.9 2723.0 2 86 8.1 27 0 2.2 256'Z6 

7 5オ～

さてこの表7ならびに図2• 1 VI'.:ついてみると

0 -3 4オではいずれの国々においても脳卒中死

亡率は低く，西ドイツなどは国の半対数表上姿を

現わしにくいし、また抽出した 6カ国間にも著し

い差がみられない。 次の年代となつて図2• 2 

すなわち 35 -4 4オという年令層となると脳卒

中死亡率は各国とも一段と上昇し＇中でも日本は

このときすでに頭角を現わし初めるが，西ドイツ

はこれら 6カ国のうちでも最低の線を歩み続けて

いる。 図2• 3，すなわち45 -5 4オとい9年

代となると脳卒中死亡率は各国とも更に上昇を示

すが，その中でも日本の率上昇が群を抜き初める

が，しかし日本の辿る年次曲線が次第に下降を示

すことが注目される。 また西ドイツももちるん

上昇を示ナが，下位にあつてようやく諸国のレベ

ル匹IJ達した状態を示す。言い換えれば 1 ドイツ

に土｀いてはこの年代まで脳卒中が比較的少なかつ

たことを意味すると思われる。

図 2•4 ，すなわち 6 6 -6 4オとなると』辟
中死亡率の上昇も本格的となり，日本は年次的C

下降曲線を辿るとは言え，断然群を抜くようにた

る。 また西ドイツは諸国のうちでも上位に進出

,
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図2 • 1 

諸外国における年令階級別

脳卒中死亡率の年次的准移()
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諸外国における年令階級別

脳卒中死亡率の年次的推移（2)
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諸外国における年令階楼別

脳卒中死亡率の年次的推稼3)
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諸外国における年令階絣別

脳卒中死亡率の年次的推核4)

た

e 

1、1’’”“”””‘0 99“‘'6• 1 

"“' 

”゚ 8q 

” 

:O' 霙
｀い呵・如q叫ム
u.』.c.
とエ辻

,30-'う［

”9 -6h yo•r• 

20 



L
ー

t

_

`

5

9

 

-168-

図2 • 5 諸外国における年令階級別
図2 • 6 諸外国における年令階級別

脳卒中死亡率の年次的推核5)
脳卒中死亡率の年次的推移(6)
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したとしても，未だ大差があるとは言えない。

図2• 5，すなわち 65 -7 4オの年令層では，

死亡率の上昇は各国共通の事情であるが，日本は

その中でも依然として首位を占め，西ドイツはよ

うやく群を離れて日本を追うが，反対にベネズエ

ラは上昇程度が鈍つて脱落の姿を呈してくるので

ある。

最後の図2• 6，すなわち75オ以上となると，

死亡率は更に上昇を続けるのであるが、日本と西

ドイツは上位にあつて，しかも日本は曲線が上向

くので 195辟三頃交又し，日本は首位を占める。

ベネズエラはこの年代では上昇の程度が各国に及

ばず，下位を占めてその差も明らかである。 た

おこの年升tにおいては日本とペネズエラとの死亡

率は徐々に上昇の途を辿るが，他は僅かではある

が下降の傾向を示すので接近した曲線間の距離が

再び関く傾向を示す。

以上のように、日本と諸外国との脳卒中死亡率

の差は，日本においては中年，つまり青壮年層に

おいて多く失命するということである。 もちろ

ん脳卒中は脳出血，脳硬塞，その他に分類されて

いるが、日本においては恐らく脳出血が多く，青

壮年層の人々を襲うものであるう。 秋田県にお

いては更に中年層の罹患死亡が多いのであるから

，その由って来る原因を特に追求する必要がある

ものと思われる。

諸外国における脳卒中の死亡比

ある国において脳卒中以外の疾病による死亡が

多いとすると当然脳卒中死亡比が低くなる筈であ

る。 従つて脳卒中死亡比の低いことは脳卒中死

亡の少ないことを意味しないと同時に、•もしも特

定の斑肖の死亡比が高くなった場合には螂の必

要が生じてくる。

また脳卒中死亡が中年以後の年令層に集中して

死亡比が高まつてくるときには死亡年令の程度が

問題となって来る。 諸外国においては死亡事情

が同ーであることは考え難いが、その他祖井せ，
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比駁すること紀よつて大凡の情況がわかるものか 力国を抽出して男出Cつき，日本と比較する意味

と思う。 表8には34カ国における脳卒中死亡 で図示を試みた。

比を性別，年令階級別に示し，また図3には，数

表8 諸外国における脳卒中死亡の年令階層別比率

～国—-、ぶ～年～～～代 30~ 36~ 40~ 46~ 60~ 6 6~ 60~ 65~ 70~ 
34 3 9 44 49 54 59 64 69 74 

モーリクニア M 7. 5 9.1 7. 5 1 2. 7 9.8 3.7 7. 7 1 L6 10.4 
F L2 3.3 7. 1 9.7 6.1 14.6 118 1 L9 ao 

工 ジ プ 卜 M 0.8 11 l3 14 L4 2.0 L6 L2 0.9 
F L1 0.9 12 13 12 2.4 16 L1 LO 

カ ナ ダ M l8 2.9 3.3 3.8 4.6 5. 6 7. 0 8.2 1 1.0 
F 4.2 5. 4 6.1 'Z5 8.9 9.0 10.4 1 2.5 149 

コロンビア M 2.3 3.6 3. 7 6. 7 5. 8 6. 8 6.2 6.4 6. 9 
F 3.6 4.4 !i.4 7. 0 7. 7 8.6 8.0 8.6 7. 8 

メ キ シ／ コ M 1.3 2.0 2.1 3.4 3.6 4.2 5.2 4.9 5. 1 
F 2.3 2.1 3. 0 3.9 6. 0 5.1 6.1 6.1 6. 9 

トリニダド・ M 5. 6 8.5 14.5 1 2.4 14. 9 1 7. 7 2 2.3 2 5.1 14.0 
ドバコ F 6. 7 4.2 1 3.9 1 3. 1 16.6 2 3.5 2 0.6 24.9 19.8 

米 ムロ 衆 国 M 2.9 3.4 4.3 4.5 6.4 6.3 7. 4 8.9 111 
F 5.1 6. 9 7.2 'Z 9 &6 9.6 10.7 1 2. 7 14.9 

ベネズエラ M 17 3. 6 3.4 4.1 6. 1 5. 8 6.6 8.3 8. 7 
F 2.0 2.9 6. 9 6.1 4. 7 7. 1 7.6 8.9 1 0.2 

ク イ ワ ン M 4.2 6.2 7.3 1 2.0 1 6. 6 19.8 2 4.0 20.1 2 0.5 
F 4.1 5. 6 9.0 1 4.8 1 8.6 19.6 20.7 20.8 2 0.9 

ホ ン コ ン M 17 2.3 6. 0 7.4 9.8 1 3.1 16.6 1 2.9 1 6.3 
F 11 5.1 8.3 6.3 8. 6 l l6 15.2 1 7.5 1 5. 1 

イスラエル M 13 LO l3 3.0 5.5 9.2 11.0 13. 0 14. 9 
F 1.7 LO 9.6 6.6 1 0.1 1 3.3 15. 7 2 0.4 1 9.3 

日 本 M 4. 7 8.5 12. 8 1 8.7 2 3.9 2 8.8 3 2.2 3 4.7 3 6. 2 
F 3. 8 6.3 1 0.9 17.7 24. 7 2 9.1 3 2.5 3 5.5 3 6.4 

フィリッビン M 2.5 18 3.7 4. 7 6.1 7. 7 7. 6 82 7.4 
F 18 L9 2. 3 3.9 4. 9 5. 7 5. 6 4.9 6.2 

ジンガポール M 5. 1 6.1 6.4 1 0.9 7. 4 7. 1 6.7 6.8 9.0 
F l3 7.1 6.1 8. 7 1・2.8 1 2.1 1 3. 6 1 5.4 117 

ク イ M L3 0.9 1.0 L3 L4 1.6 1.4 l2 lo 
F 0.2 0.6 0.7 Ll L6 LO 1.0 0.8 0.6 

オーストリア M 13 L7 2. 8 5.6 6. 6 6. 7 &6 l l5 14.4 
F 13 2.8 4.3 6. 7 'Z6 9.2 123 15.4 1 9.4 

ベ ル ギ M 2. 7 3. 9 L9 3.6 3.2 4.0 4. 7 6. 5 7. 9 
F l9 4.0 2.9 6. 2 4.4 6.1 6.6 8.1 9.8 

チェコスロバキア M 2.4 2. 7 2.3 3.2 4.5 6.0 7. 6 9.8 1 2.6 
F 2.2 1.7 3.5 4.5 6. 7 7. 3 1 0.2 13.2 1 5.8 

デンマーク M 2.6 2.3 3.2 4.1 5. 0 6. 9 8.3 l 0.0 1 3.0 
F 14 3.9 4.3 4.4 6. 9 7. 6 1 0.1 1 3.5 1 7. 5 

フ ラ ン ス M 18 3.0 3. 9 4.9 6.2 7.2 8.7 10.8 1 3.2 
F 3.4 3.2 4.4 5. 9 8. 7 9.6 12.0 13.8 1 6. 5 

西 ド イ ツ M L3 2.6 2. 7 3.9 6. 6 6. 9 9.6 12.7 17. O 
F L8 2. 7 3.4 5.6 7. 0 9.9 1 3.4 17.4 2 L5 

ギ リ シ’ ヤ M 2. 9 2. 7 4.0 4.3 7.4 9.1 10.1 119 147 
F Z.7 3.3 3.8 8.4 1 2. 6 14.2 1 7. 1 1 8.2 1 9.5 

北アイルランド M 5.4 4.7 2.9 6. 0 7.3 7. 7 9.1 1 2.2 1 3.4 
F 7. 3 6.7 8.7 1 0.3 9.7 112 14.6 18.0 17. 7 

イ ク リ ア M 2.0 3.6 3.8 5. 9 7. 1 8.6 1 1.7 14.6 1 8.2 
F l8 2.7 3. 7 7.4 1 0.1 12.1 14.8 17.2 1 ・g.o 

(1963) 
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年 代 30~ 35~ 40~ 46~ 60~ 6 6~ 6 0~ 6 6~ 70~ 
国 名 34 3 9 44 49 64 69 64 69 74 

オ ラ ン ダ M 4.1 2.6 3.8 3. 6 4.1 4.9 6. 3 &6 12.6 
F 2. 6 • ao 4. 7 4. 7 6. 3 8.0 9.7 l 3.6 16. 9 

ノルウエイ M 16 4.1 4.8 3.6 3.8 6. 6 7.3 1 0.7 1 5.3 
F 3.0 6. 8 9.6 6.2 1 0.2 112 12.4 1'7.7 20.5 

ポーラン ド M a7 2. 7 2. 8 3.4 4.0 6. 7 7.1 5.4 5. 5 
F 2. 7 3.2 4.6 5.4 6.6 7. 1 7. 5 &2 8.6 

ボルトガル M l2 2.4 5.2 6.1 9.6 1 2.4 1 5. 8 2 0.4 2 2.6 
F 0.9 3.0 4. 7 7. 7 1 2. 7 1 6.8 2 l4 2 5.6 2 6.5 

スウエーデン M 3. 9 4.2 3.1 6.5 6. 6 6.7 7. 7 10.1 l 2.6 
F 6. 6 5.2 5.1 7. 0 9.1 9.2 1 0.8 14. 6 1 6.5 

ス イ ス M 3. 7 2. 7 2. 7 ao 4.8 5. 7 7. 5 9.9 l 2.9 
F 3.0 L8 4. 6 3.4 6.4 7.6 8.8 12.1 1 4.9 

イ ギ リ ス M 3.7 4.4 5.2 6. 6 6.8 7. 3 8.6 10. 7 1,3.1 
F 6. 0 6.2 7. 3 &6 10. 8 l 2.1 14.0 1 6.4 1 9.1 

スコットランド M 13 4.4 4. 8 5. 3 5. 7 6.6 8. 6 119 14. 8 
F 7. 0 7.1 ao 9.6 12.3 1 3.0 1 7. 0 1 8.1 2 0.5 

オーストラリア M a1 6.3 6. 0 6. 7 7.1 7. 3 8.9 10.8 1 2.9 
F 45 7. 9 1 0,7 10. 9 14.2 1 a1 14. 6 16. 6 1 9.9 

ニュージージンド M 4.1 5.1 6. 9 6. 2 6. 8 4.5 6. 6 10 6 1 0,8 
F 10.4 8.0 l 0.6 1 0.4 9.8 10.4 14. 6 1 3.7 17.0 

上述のごとく死亡比の値については他の疾病に

よる死亡を観慮せざるを得ないので数値を厳格に

吟味し得ないのであるが，図3についてみると．

日本は30オ代ですでに西ドイツやス・コツトラン

ドたどの高率国を凌ぎ、加令とともに次第にその

差が顕著となる。 このような差は84オまで明

らかであるが， 85オ以上となって初めて諸外国

並みとなる。 この明らかな死亡比の開きは恐ら

・くわが国の脳卒中死亡が青壮年層の人々に多いこ'

とを物語るものであるう。 これと対賠的にエジ

図3 図4 諸外国における心死(B2 6) 

脳卒中死亡の総死亡に対する百分比
の死亡比（男性） ( 1•965‘ 

(1963) 
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プト（アラプ連合）においては，死亡比がいずれ

の年代においても低いが，熱帯圏にあって脳卒中

死亡率が低いトリニダド・ドバゴが意外に高い死

亡比を示すことが注目される。

次に数値を掲げないが，動脈硬化性および変性

々心疾患 (B2 6)について前者同様に死亡比を

図示したものが図4である。 すなわちエジプト

，日本などは他国ょりも低比を示すが，その他の

諸国は多く 30オ代から上昇を示し， 45オ以後

は一般に低下の傾向を示すが，北芥合衆国のみが

6 0オ以後も水乎な曲線を示す。 スコットラン

ド，西ドイツ，トリニク・ド・ドバゴのように46 

オ以後低下の傾向を示すことはあながち心死の減

少を直接示すものではないと思われるが，此処で
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も他の疾病による死亡を顧慮することが必要であ

ろう＂。 日本においても前にのぺたように，

Cardiovascular diseaseの中でも中

枢神経系の血管損偽による死亡がすぐれて多いが

，心死となるとその逆である。 心死のうちでも

動脈硬化性および変性性心疾患 (420-422) 

について諸外国の情況を 1966年から 1964年ま

での 10カ年間の年次的推移を示すと表9のとお

りである。 この 10ヵ年間に死亡率の低下がみ

られる国は少なく，表示23カ国中ペルギー，チ

ェコスロバキア，スイスなど僅か3カ国だけであ

る。また衣変と思われる国はオーストリア，英国

，スコットランドの2カ国だけで，他は日本を含

めて全部上昇を続けている。

表9 諸外国における心死（ 420-422)の年次的推移
（人口 10万対）

：次
196 6 19 6 6 19 5 7 19 5 8 1 9 6 9 19 6 0 19 6 1 1962 1963 19 64 

力 ナ ダ 2 2 7.9 2 2 7. 9 23 0.7 2 2 7.9 2 3 4.9 2 3 8.2 2 3 7. 0 239.3 24L5 2411 
北米合衆国 2 8 6.9 2 9 3.3 3 0 2.6 3 0 0.2 3 00.6 30'Z4 3 04. 3 3 1 3.3 319. 7 31 2. 9 
ベネズエラ 3 9.8 48.5 6 3.1 517 5 2. 7 5 2.7 4 2.1 4 5.9 4 6.4 44.8 
イスラエル 1 2 0.1 13 0.3 1 3 2.1 12 6.1 13 3.2 13 3.2 14 8.6 15 0.5 15 8.9 1 67. 5 
日 本 4 2.8 4 6. 7 60.2 4 3.4 45. 9 4 9.9 6 0.2 5 3.8 5 L 6 5 2.3 
オーストリー 21 3.1 2 2 8.1 2 3 7.4 226.4 22 7.6 2 4 2.8 2 3 7.8 2 4 6. 6 23 0.6 2 24.l 
ペルギー 133.9 134. 6 12 8.6 132.8 134.9 14 2.3 128. 6 13 7. 7 1 3 3.5 12 9.0 
チェコスロバキア ．．． 176.6 19 L6 17 4.6 1 7 9.1 1 5 3.5 1512 1 3 5. 5 1 6'Z3 16 5. 5 
デンマーク , 2 Oll 212.8 227.0 2 310 2 14.4 246.6 2 3 9.0 2 67.8 2 6 3.2 2 7 3.3 
フィンランド 2016 1 9 6. 7 194:5 2 O 4. 7 210.6 .22 l5 2 3 0.6 2 6 1.6 2 6 6. 6 2 6 3. 5 
フ ランス 5 4.2 6 0.0 6 0.6 7 2.2 7 6. 4 7&6 7 9.2 8 5.2 84.7 79.8 
西ドイツ 17 6. 7 1 8 6.8 19 l4 181.9 18 L6 19 3.1 19 6.2 2 1 7. 2 210.6 204.3 
＾ンガリー 14'Z4 l 6 9.4 170.6 164. 0 1 8 8.4 19 9.1 19 2.4 2 3 3.1 219.2 222.0 
イクリ ア 156.8 18 6.0 18 3.2 1 7 L8 I 7 2.1 18 6.1 18LO 2 0 3.7 206.4 l 9ll 
オランダ 158.0 1 6 8.4 15 8.1 163.1 1 6 2.4 168.1 17 0.8 18 6.0 1 ~ 9.2 182.1 
ノルウエー 1 6 3.6 17 3.1 181.9 194.0 1 9 2.8 2 0 9.7 2 21.0 2 3 7. 3 2 6 3.5 2 5 6.5 
スウエーデン 2 34.4 246.9 2 6 2. 0 249.4 2 46.3 28L6 2 8 8.8 3 02.2 2 9 8.0 3 0 6. 7 
ス イ ス 2 3 6.1 2 3 9.Q 23 &9 2 2 2.0 2l'Z3 23 0.2 218.2 2 3 8.6 246.8 2 16.7 
英英 国 3 I L2 31 3.3 3 OL8 312. 6 30l7 310.8 3 16. 0 32 2.4 39 9.2 3 0 6.8 
北アイルランド 2 9 Ll 287.3 2 9 9. 3 31 3.0 310,2 3 16. 9 334.2 32'7.0 3 3 5.6 3 0 9.1 
スコットランド 3 6 0. 9 3 6 8. 6 34 6.4 3 6 8.0 3 6 3. 7 3 5 6.8 37 0.6 3 5 6. 6 3'i‘6. 7 3 6 2.3 
ォーストラリア 244.6 2 6 3.6 2 3 6.6 2 3 7. 7 26 L4 2 6 6. 0 2 6 5. 6 2 70.2 2 7 3.0 2 8 6.2 
ニユージーランド 22 9.0 2 3 7.2 23 9.3 2 3 2.1 24 0.6 24 3.1 2 49.6 24 6. 6 2 5 5. 8 2 6 6. 7 
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次にいずれの年代にこの砒脈硬化性・変性性心

疾患による死亡が多いものかどうか、日本を含め

た6ヵ国を選んでその死亡率をlO力年間の経過

を片対数表に表したものが図5である。

図5• 1 

諸外国における年令階級別心死

1e (42□-422)の年次的推移

; 
1...1'’”“”””‘‘‘'“‘’‘., 

図6• 1，すなわち0-34オ間ではフランスの

死亡率が零点以下であつて記入し難いので省略し

たのであるが，この年代に土いては日本が上位を

示したがら推移している。、しかしいずれの国にお

図5・2 

諸外国における年令階級別心死

(42□ -・422)の年次的推移
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いても次第に下降伽秘を示し＿Cいる。

図 6•2 ，すなわち ;;5-44 オ間では各国とも

死亡率が上昇するので，フランスも姿を現わして

来るのであるが，しかし最下位である。 日本の

率上昇は鈍く，しかも急激な下降を続け，上昇し

てきたフランスと接近する。 西ドイツは近年上

昇の傾向を帯びるが，その他の国々は大体水乎線-----
を辿つている。

図6• 3，すなわち46-64オ間となると曲線

は当然上位につくが，日本とフランスとは下位に

あるものの，日本は下降の，フランスは上昇の曲

線を辿るので 1962年以降日本はフランスよりも

下位につく。 その他の国々はペネズエラを除い

て僅かながら上昇を続ける。

図6•4 ，すなわち 66-64 オ間となると，す

べての国々で死亡率は上昇するが，米合衆国やカ

r釦＂
.,_,....i.... 
-̀...1 

コa,a1t,

••I ~~'9...“ 

ナダは上位，フランスと日本は下位につき，西ド

イツとベネズエラはその中間に位匿する。 そし

てフランスの上昇も日本の下降も年次的には鈍化

する。

図且• 5，すなわち66-74オにおいては各国

とも死亡率は一段と上位につくが，この年代では

日本もフランス程に目立たないが僅かな上昇がみ

られる。

図 5• 6．すなわち 75オ以上となると，すべて

の国々の死亡率は上位につくが．米合衆国やカナ

ダに顕著であり，次は西ドイツであるが，日本の

年次的な上昇が目立つて来て、フランスを凌ぐよ

うになる。

以上は数ヵ国を抽出して述べたにすぎないが，

少なくとも日本においては値国と同様，加令とと

もに動脈硬化性・変性々心疾患による死亡率が上
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諸外国における年令階級別

心死 (420-422)の年次的推移
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図 5•4 諸外国における年令階級別

心死(420-422)の年次的推移
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諸外国における年令階級別

心死（ 420-422)の年次的推移
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昇するが，しかしこれを年代別に分けてみると，

わが国では44オ以下では減少の傾向があり．

7 5オ以上では上昇することがわかると思う一面

，欧米並みであっては困る問題ではないかと思う

次第である。

わが国都道府県における脳卒中の

庭状況とその推移

わが国における脳卒中死亡率 (B2 2)を昭和

3 3年から 42年まで 10カ年間の動向をみると

徐々に上昇の傾向にあり，昭和33年の全国f菌ま

14&4,そして昭和42唄度のそれは1717であ

る。

次に各都道府県における動向をみると， 10年

の前と後とで低下をみたものは 4県（埼玉，千葉

、神奈川，愛知）のみである（粗死亡率）。 近

年のように脳卒中を起しがたい年代にあるもの，

つまり若年者が者暉 1あるいは商工業地帯への流

入が激しい場合は当然住民の年令構成を考えなけ

ればならないそれには訂正死亡率算出もよいが

，また年代別に死亡率を算出して比較検討するこ

とも一方法かと思われる。 ともあれ，厚生統計

協会編「国民衛生の動向」 卸和43年特集）に

掲げられた昭和40年の特定殖因別・都道府県別

訂正死亡率（人口 lO万対）から中枢神経系の血

管損俗 (B2 2) と，／滋巌の疾患 (B25-B2 7) 

,
'
,
9
.
＇
，
9
,
9
'
，
；
ー
！
ー
'
.
,
.
9
9
•
|
1
:
9
•
9
:
'
!
,
1
|
'
’
’
,
_
:
i
—
'
ー

9
,
.
,
9
,
,
•
’
•
9
.
,
,
t
1
,
'
9
ー
'
9
,
i
f
ー
，
’
_
．
~
・
—
,
;
:
.
,

.. 
i

i

.

9

.

'

 

,
1
1
,
t
1
・
1
'
,
9
,
:
:
!
'
,
9
,
.
,
1
,
,
9
'
.
,
,
9
,
9
.
I
,
9
,
9

l
i
い
’
1
h
い
＂
り
、
’
’
_
’

□
,
~
;
L
い
了
¢
i
i
J
i
"
川
山
1
ぃ
几
ー
八
’
／
卜
し
t
"
f
1
|
|

．． 
i

_

ー

出

田

a
3ー

1

1

・

,

1

1

1

れ

ー

山

凡

町

、

1

1

’

,

I

I

l

-

―

表10 都道府県別訂正死亡率
（人口 10万対）昭和40年

都道府 '全死亡 中枢神経系の(血B管2損2)傷 心 臓（ の疾患
B26-27) 

県 名 計 男 女 男 女

全 国 6 7 0.4 177. 7 149.6 7 4.4 6 9.0 

北海道 6 90.7 1 69.4 162.0 8 3. 3 7 9.8 

青 森 7 4 3. 6 2 46.9 182.3 6 9.8 6 2.3 

岩 手 741.6 2 6 2.6 2 1 6.0 7 5.5 7 7.1 
宮 城 6 85. 7 2 2 6. 5 1 7 9.4 7 6. 8 6 5.1 

秋 田 7 8 8.2 3 01. 9 2 2 8.7 8 6. 7 7 4.2 

山 形 7 51. 9 246.7 19 0.8 8 2.3 7 3.0 

福 島 7 3 5. 8 24 3.6 2 0 4.5 7 8.9 7 2. 6 

茨 城 7 11.8 2 0 4.7 l 7 3.6 8 3.2 7 8.2 

栃 木 72 l6 22 4.3 17 1.3 9 0.0 7 3.1 

群 馬 7 0 6.3 2 0 9.4 1 7 8.6 81.6 84.6 

埼 玉 718.6 2 l l4 17 4.3 9 l4 8 2.6 

千 葉 6 8 2.4 19 0.6 149.0 8 L8 7 4.4 

東 尽． 6 9 0.7 1 5 &8 131.1 7 11 6 5.6 

神奈川 62 L7 1 69. 6 14 L3 7 6.2 6 3.2 

新 潟 7417 2 2 9.6 1 9 7.9 81.1 6 &8 

富 山 6 7 9.o 2 0 9.1 1 6 3.0 8 0.6 6 9.7 

石 J I I 720. 7 17,9.4 141.7 8 4.2 7 0.1 

福 井 6 8 4. 9 15 1.8 1 30.0 7 9.3 7 6. 2 

山 梨 6 6 8.8 1 8 6.7 l 6 6. 2 74.3 70.3 

長 野 6 9 2.9 21 3.4 2 0 7. 6 8 6.0 8 L9 
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東北地方は依然として大を示すが，脳卒中程顕著

ではなへ 何故このょうた地域差を示ナにいた

るものか不明であり，今後の課題であるう。

秋田県における脳卒中死亡の年次
的推移

最近わが国における脳卒中による死亡をみると

．昭和42年には死亡実数17万2;千を数え，全

死亡の26. 6'/J，すなわち約4分の 1を占めた。

醗の秋田県び場合をみると，脳卒中による死亡

総数はa176人で，総死亡の34. 7％を占めて全

国値を上廻わり， 3分の1強ということになる。

一方心臓の疾患 (B26,26,2'1)による死亡災

数は秋田県の場合93 7人で，総死亡の 10. 2名

，約1割ということである。 いま昭和28年以

来のB2_2およびB26-27の動向を示すと図7

に示ナとおりで，脳卒中死亡率は全国のそれを上

廻わりながら大体一致して緩かな上昇を示してい

る。 心死 (B25-2 7)は全国においても秋田

県においても際立つた差もなく，両者とも緩慢な

上昇を示している。

秋田県における脳卒中の年齢階級別死亡率

すでに述べたようにi各年齢階級における脳卒

中死亡率を日本と諸外国とについて比較してみた

場合，日本においては青壮年層，つまり人生途上

充分経験を積み，，作業能率もよく，また若年層の

人々を指導する立場にある人々に脳卒中が多いこ

とを述ぺた。 このことは家庭としても生活の柱

石を失うことの他に，国家としても国ヵ，民力の

損粍である。 しからばわが国において脳卒中死

亡の最高位にある秋田県の場合は如何なる状況を

示し，如何なる変化を遂げつつあるものであるうし

か．このことについて少しく述ぺてみたh》 ま

ず昭和41年度， 42年度の資料に基いて全国と

秋田とを比較してみると，昭和4l年度脳卒中死

亡の全国僅ま 173•4, 秋田県のそれは266•4

であるから，秋田は全国のl6倍となる。 同様

に昭和42 年度の全国値は 171•7 ，秋田のそれ

は261 • 6であるから秋田は全国のl6倍となる。

次に昭和41年度の資料について年齢階級別に

＇ ゜

図7

全国および秋田県における脳卒中(B22) 

と心死(B2 5-2 7)の年次的推移
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図8.-2 
昭和 41年度年令階層別
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一
因9に土↓いては昭和 22年と昭和4I年の秋田

県の脳卒中死亡率を年齢階級別に示したものであ．

り，亡キこ同様の条件で心死 (B25-27) をも併

せ図示したものである。 また図 10に土、いては

各年令層の脳卒中死亡率を昭和30年から昭和4

4 2年までの動向をみたものである。

図9において両年の年令階層曲線は重なること

なく，脳卒中においては 70-74オを交又点と

して昭和41年は急改な上昇を示しているが，交

又点以前は，すなわちより若い年代によいては明

らかな低下を示していて，改善の跡が偲ばれる。

また同図の心死についてみても同様のことが言え

るが，交又点が 5年だけ若<,66 -6 9オであ

つて，その点より若い年令階級にあっては改善の

跡が著しいことがみられると思う。

また図10 VC:おいては，脳卒中死亡だけ示され

てあるが，その各年令層の年次的経過をみると，

比較杓若い，いわば青壮年層においては曲線の緩

かではあるが下降を示している。 しかし70 -

7 4オ層では年次的に増減高低を示さず水乎に流

れている。 これらに反して 75 -7 9オ層や，

8 0ー年層ではむしろ上昇を示していて，図 9に

現ゎれた成績と一致する。

次に昭和 40年度秋田県の資料について脳卒中

および心死 (B2 6)の死亡比を示すと図11の

ようになる。 すなわち脳卒中死亡におついても動

脈硬化性・変性々心疾患死亡においても男女に明

瞭な差を認めがたいが，脳卒中の場合のピークは

6 0オから 70オにあって，総死亡の中で脳卒中

の占める割合が最も多いことを示すが，それ以後

の曲線が加齢とともに下降することは他の疾病に

ょって死亡する場合の多くなることを示す。 心

死 (B2 6)においても性差は認めがたいのみな

らず，死亡比が次第に加令とともに上昇して行く

姿がみられるし，ピークは80:--84オにあるも

ののようにみえる。

次に季節別に脳卒中の発生状況をみると図12 

に示したように秋田県においても冬期に多く，夏

期に少ない，これは全国共通の現象と思われる。

ただし脳卒中は出血と硬塞とに大別されており，

このうち出血は冬期に多いことが普通であるが，

ro 
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秋田県におけ石 B22と

B26との年令階層別死
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図12 秋田県における月別脳卒中死亡

状況

（昭和3a年と 4a年との比較）
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硬塞は気象の不連続線を主とした変動に関係が深

いとされている。 図12においては多くを期待

できないが，昭和 30年と 40年とを比較してみ

た場合，月別には両者は同様の経過を辿るが，昭

和30年（屁第2.77 6心より 40年（死亡

実数2.608人）の方がやや下廻わり，その下廻つ

た部分は四月，五月と秋は九月以降で占めている。

結局出血が減少したものか硬塞が減少したものか

，これらの資料からは判別しがたいと思われる。

秋田県内市町村における脳卒中死亡

ならび1乙心死の状況

わが国本州の東北地方においては脳卒中死亡，

心臓の疾患による死亡が多く，しかも秋田県にお

いては特にそれらの多発することを述ぺた。 し

かし今少しく詳細に観察すると，脳卒中も心死も

記—様に多発するということはなく，かなりの

地城差ひ、文科学的，行政的）が認められる。

最初県内を市部 (8市）と郡部 (9郡）とに分

けて昭和 34年から 42年まで両者の推移をみる

と，図13にあるように常に都市部よりも郡部に

おいて死亡が多い。 その理由はいるいる考えら

れると思うが，今後それが如何ょうに変化するか

が興味のあるところである。

図13

秋田県における脳卒中死と

心死との年次的推移
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次に地域差の問題として市町村別脳心死がある。

市や町は別として村では僅か 1名の死亡が率のJ:

に大きく響くことがあるので，今回は乎均の意味

で昭和34年から41年までの 8カ年分の平均死

亡数を求め，率では分母に国勢調査のあった昭和

4 0年度の人口を用いたものが表11であり，ま

た死亡率を4段階に区分して図示したものが図14

である。 これによつてみると，秋田県下72市

町村 Gこ潟村は八郎潟の干拓によつて誕生した村
であるが，これは省いた。 また花歿汀は現在大

館市と合併したが，資料は合併前のものである故

そのまま使用した）のうち．脳卒中死亡率の最も

高い値を示すものは南外村 (392•3) であり，

これに次ぐものは山内村 (392•2), 由利町（

3 9 1, 9)で，その次は大内村 (382 • 1)，西

木村 (381・1) ,東成瀬村 (378-4),阿仁
町 (36 4 • 1) ，合川町 (362•8), 金浦町（

349• 6),六郷町 (342•6) である。

また低率の方から挙げてみると，最低は尾去沢

町 (142•3) で，その次が井川村 (176•4)"

その次が秋田市 (186•8), 八森町 (199 • 8) 

である。 いま仮りに全国値を 176•0 とすれば

，この値以下のものは尾去沢町1所だけとなる。

このように秋田県内脳卒中死亡率は県全体として

高値を示していることには異論はないが，しかし

県内市町村間にはかなり顕著な格差，すなわち地

城差があって，最高最低の差が260.0にも達する

のである。

一般的にいうと，脳卒中死亡高率地帯ばU間部
に多く，低率市町村は乎地ないし海岸地帯に多い

といえる。 しかしこれには例外が決して少なく

はないのである。 例えば八竜町 (301•9) , 

西目村 (316•3), 金浦町 (349•6) などは

乎地または海岸地帯にありながら高率を示す一方

，尾去沢町 (142•3), 田沢湖町 (2 5 6 • 6) 

横手市 (24 0 • 2), 増田町 (266•1) などは

山間部にありながら比戟的低率を示しているので

ある。

次に興味あることは地域が隣接していて，しか

も一方が脳卒中死亡率がかなり高く，他方が低く

，その差が明瞭であるという事例である。

.¥ 
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表11 昭和 34-4 1年 8カ年における秋田県市町村別脳卒中の
乎均死亡数並びに死亡率（人口 10万対）

布町村名 死亡数 死亡率 市町村名 死亡数

花輪町 4 4. 9 2 1 8. 9 象潟町 3 l 5 
十和田町 5 4. 8 3 0 9. 7 岩城町 2 l 6 
小坂町 3 4. 2 2 2 3. 8 西 目 村 1 7. 5 
尾去沢町 1 3. 9 1 4 2. 3 東由利村 2 6. 0 
八幡乎村 2 7. 4 3 1 8. 0 大内村 4 9. 6 

大館市 1 3 4. 8 2 2 5. 9 矢島 町 2 3. 8 
比内町 4 0. 3 2 3 8. 6 由利町 3 2. 1 
花矢町 2 8. 3 2 4 l l 鳥海村 3 l 4 
田代町 3 2. 0 2 9 3. 0 

角館町 5 0. 8 
鷹巣町 6 6. 5 2 6 3. 4 中仙町 3 9. 0 
合川町 3 9. 3 3 6 2. 8 田沢湖町 4 l. 0 
森吉町 3 9. 3 2 8 3. 3 西木村 3 0. 6 
阿仁町 3 5. 9 3 6 4. 1 
上小阿仁村， I 8. 4 2 8 0. 9 大曲市 9 7. 4 

神岡町 1 7. 5 
能代市 1 3 7. 6 2 2 2. 2 西仙北町 4 6. 3 
琴丘町 2 8. 9 3 1 4. 4 六郷町 3 L 1 
二ツ井町 4 0.0 2 1 4. 4 協和村 3 8. 4 
八森町 1 4. 8 1 9 9. 8 雨外村 2 5. 0 
山本町 2 4. 0 2 1 7. 4 仙北村 2 3. 4 
八竜町 2 3. 6 3 O 1. 9 太田村 2 7. 0 
藤里町 2 o. 9 2 3 L 8 千畑村 2 8. 5 
峰浜村 1 6. 8 2 4 2. 8 仙南村 3 o. 5 

五城目町 5 7. 0 3 0 2. 2 横手市 1 0. 6. 5 
昭和町 2 6. 0 2 6 0. 7 増田町 3 2. 0 
八郎潟町 1 9. 6 2 3 3. 9 乎鹿町 6 2. 5 
飯田川町 1 2. 8 2 2 4. 7 雄物川町 4 6. 6 
井川村 1 2. 4 1 7 6. 4 大森町 3 0. 3 

十文字町 3 3. 1 
男鹿市 9 6. 6 2 2 0. 6 山 内村 2 6. 6 
琴浜村 2 1. 5 2 0 0. 7 大雄村 2 1. 3 

秋田市 4 0 2. 6 1 8 5. 8 湯沢市 1 0 3. 1 
天王町 2 6. 3 2 2 0. 8 稲川町 3 7. 6 
河辺町 4 6. 0 3 4 L4 雄勝町 4 0. 8 
雄和村 3 4. 6 3 3 8. 4 羽後町 7 9. 8 

東成瀬村 1 9. 3 
本荘市 1 0 7. 0 2 7 8. 9 皆瀬村 1,1. 0 
仁賀保町 2 6. 4 2 0 8. 3 
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死亡率

2 2 9. 8 

2 8 8. 1 

3 1 6. 3 

3 2 3. 8 

3 8 2. 1 

2 5 3. ， 3 ク
3919<-

2 7 2. 2 

2 9 4. 2 

2 7 7. 2 

2 5 6. 5 

3 8 11 

2 4 4. 1 

2 3 6. 5 

3 1 2. 9 

3 4 2. 5 

3 0 6. 3 

3 9 2. 3 

2 6 6. 2 

2 9 9. 2 

2 8 6. 3 

2 9 0. 1 

2 4 0. 2 

2 6 6. 1 

3 2 6. 3 

3 0 6. 5 

2 9 2. 2 

2 1 0. 6 

3 9 2. 2 

3 0 2. 1 

2 5 8. 6 

2 7 7. 9 

2 7 9. 6 

3 1 1. 0 

3 7 8. 4 

3 2 3. 6 

金浦町 2 Lo 3 4 9. 6 注 大潟村は誕生新しき故に省く。
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例示すると，

井）I肘 （ 176•4) ・．五城目町 (302•2)

仁賀保町 (208•3)'. 金浦町 (349• 6) 

上小阿仁村 (280•9) ・．合川町 (362•8) 

神岡町 (?.36•5): 南外村 (392•3) 

琴浜村 (2 0 0. • 7)● ：八竜町 (301•9) 

尾去沢町 (142•3) ・．八幡乎村 (318•0)

などである。 これら隣接地域は山岳をもつて

境し，交通至難という訳でもなく，また環境や風

俗，生活様式がひどく異なるという訳でもない）

更に生産や労働面に格段の相違があるともいえな

いのであるが，卒中死亡となるとこのような異な

った面が出て来るのづある。

次に少しく心臓の疾患による死亡 (B26 -27) 

について述べたい。 ただし脳卒中死との関連に

土、いては心死のうちでも動脈硬化・変性性心疾（

B 2 6)についての数値が望ましいのであるが，

全県の死亡票の再検討が必要となるので，今回士

B26-27の値によつて大凡のことを推測した

ぃ。 まず和年34年から同41年まで 8ヵ年の

乎均を求めたものが表 12であり，また死亡率を

その高低によつて段階的に区分して図示したもの

が図15である。 これら表並びに図について地

域差という観点から眺めると，脳卒中死亡同様，

かなりの地域差を見出すことはできるが，脳卒中

死亡の濃淡と併せてみると必ずしも一致している

とは思えない。 心死の場合はB2 6ではなく B

,B27を含めたものであるが故に期待した成績

を得られなかったのか，あるいは元来一致を欠く

ものかどうか，これは将来の問題かと思われる。

次に脳卒中の場合のように，隣接した地城（而

町村）であるにかかわらず心死の死亡率にかなり

の差のあるものがあり，例示すると次のようであ

る。

田代町 (102•6) ・．花矢町 (68 • 1) 

“ ：鷹巣町 (62•6) 

岩城町 (112°0):秋田市 (62•2) 

II ：大内村 (66•6) 

協和村 (llO•O): 角館町 ({j 3、7)

II . :西仙北町 (49•4)

羽後町 (109•1): 鳥海村 ( 48•6) 

.. 
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表12 秋田県市町村別心死（ B25-27)の平均死亡数
ならびに死亡率（人口 10万対）

一昭和34 - 4 1年一

市町村名 死亡数 死亡率 市町村名 死亡数 死亡率

花輪町 1 2.1 6 9. v 
十和田町 1 2. 4 7 0. 1 
小坂町 1 0. 9 7l3 

象潟町 9. 5 6 9. 3 
岩城町 8. 4 1 1 2. 0 
西目村 4. 0 7 2. 1 

尾去沢町 3. 4 3 4. 8 東由利村 I 0. 6 1 3 2. 0 
八幡乎村 8. 5 9 a 7 大内村 8. 6 6 6..6 

大館市 3 2. 0 5 & 6 矢島町 6. 9 7 3. 4 
比内町 1 3. 6 8 o. 6 
花矢町 9. 0 6 8. 1 

由利町 5. 8 7 0. 8 
鳥海村 6. 6 4 8. 6 

田代町 1 L 2 1 0 2. 6 

鷹巣町 1 6. 4 6 2. 5 

角館町 1 lo 6 3. 7 
中仙 町 9. 0 6 4. 0 

合）II町 8. 0 7 4. 1 
森吉町 7. 8 5 6. 2 

田沢湖町 7. 9 4 9. 4 
西木村 5. 8 7 2. 2 

阿仁町 6. 8 5 8. 8 
上小阿仁村 6. 0 7 6. 3, 大曲市 2 5. 4 6 3. 7 

神岡町 3. 4 4 6. 0 
能．代市 4 8. 5 7 & 3 
琴丘町 6. 8 7 4. 0 

西仙北‘町 7. 9 5 3. 4 
六郷町 7. 9 8 7. 0 

ニッ井町 1 3. 4 7 L 8 
八森町 6. 6 7 6. 6 

協和村 1 3. 8 1 1 0. 0 
南外村 4. 9. 7 6. 9 

山本町 1 2. 5 1 1 3. 2 仙北村 6. 9 7 8. 5 
八竜町 1 3 3 I 4'Z 6 太田村 6. 5 7 2. 0 
藤里町 6. 0 7 6. 7 
峰浜村 6. 3 9 1 O 

千畑村 7. 6 7 6. 4 
仙南村 1 l 6 1 1 0. 3 

五城目町 1 4. 6 7 7. 4 
昭和町 7. 6 7 3. 3 

横手市 3 2. 4 7 3. 1 
増田町 9. 0 7 4. 8 

八郎潟町 6. 6 7&8 
飯田川町 4. 0 7 C. 2 

乎鹿町 1 6. 1 7 8 8. 
雄物川町 1 2. 3 8 0. 9 

井川村 9. 1 1 2 9. 4 大森町 8. 5 8 2. 0 

男鹿市 3 5. 6 ・ 8 2. 2 
琴浜村 8. 5 7 9. 3 

十文字町 1 o. 8 6 a7 
山内村 7. 4 1 0 9. 6 
大雄村 6. 3 8 9. 4 

秋田市 113.I- 5 2. 2 湯沢市 3 2. 6 8 l 7 
天王町 a 9 6 7. 9 稲川町 9 2 6 8. 0 
河辺町 1 L 9 8 8. 3 
雄和村 8. 6 8 4. 1 

雄勝町 1 6. 4 1 o a 5 
羽後町 2 & o 1 0 9. 1 

本荘、市 2 7. 4 714 
仁賀保町 1 3. 4 1 0 6. 7 

東成瀬村 6. 9 1 3 5. 3 
皆瀬村 3. 8 8 7. 8 

金浦町 6. 4 8 9. 9 総数 9 2 8 8 7 2. 6 
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雄勝町 (1 06•6): 鳥海村 (48•6) 

次に秋田県の心死は年代別に如何なる状態にあ

るか，昭和36年がら42年までの8年間の歩み

を示したものが図'16である。

日本全体としての歩みはすでに示したとなりで

，粒年層に砂てはは渕紅死亡率が低下の傾

向のあることを述ぺたが，秋田の心死についてみ

ても同様である。 ただし日本全体としては76 

才以上の場合は次第に上昇の線を辿るのであるが

，秋田県の場合は76-79オの年代でも下降が

見られ， 80オ以上となって上昇を示すものと思

える。

図16
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脳卒中，高血圧症，動脈硬化症ないし心虚血症

などの成因には一般にいう老化というととが大き

な街判を演ずるも．のであるうけれども，人類にと

つて早老ということは望ましいものではない。

殊にわが国においては脳卒中による死亡が多く，

しかも秋田県においては更にそれが濃厚である、、

成因を追求する方法にはいるいるあるうけれど

も，雌の環境や竿転を鼈することも一つ

の方法であるうし，また片寄りを是正（例えば医

療により，食生活改善により，環境改善により）

してみた結果からretrospectiveに検討ナ

ることも一つの方法であるう。 また他の一の方

法は統計を検討することであるうと思われる。

領はいろいるな統計魯から脳卒中死亡，心洗凌

検討してみた訳であるが，必ずしも満足な結果が

得られたとは思われないが，大凡のことが知られ

ると思う次第である
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